
三
身
一
於
一
藷
教
中
一
秘
し
之
不
レ
伝
」
の
引
用
が
見
ら
れ
、
こ
の
説
を

根
拠
と
し
て
久
成
の
三
身
を
三
世
常
住
と
規
定
さ
れ
た
も
の
と
推

測
で
き
る
。
ま
た
、
聖
人
は
信
仰
的
事
実
に
よ
っ
て
、
三
世
に
亘

る
釈
尊
の
生
命
と
教
化
と
を
観
取
せ
ら
れ
、
釈
尊
の
寿
命
に
断
絶

は
な
く
、
も
し
断
絶
が
あ
っ
て
は
寿
量
本
仏
た
り
得
な
い
と
し
て
、

無
始
無
終
の
概
念
を
付
与
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
次
に
『
開
目
抄
』
（
定
遺
五
七
六
頁
）
に
は
、
発
迩
顕

本
の
文
を
引
用
し
て
、
久
遠
の
釈
尊
が
十
方
分
身
諸
仏
の
能
統
一

者
で
あ
る
こ
と
が
説
か
れ
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、

ノ

「
此
過
去
常
」
と
い
う
表
現
で
あ
る
が
、
「
こ
の
」
と
い
う
指
示

代
名
詞
は
発
迩
顕
本
を
さ
し
、
五
百
塵
点
劫
は
過
去
常
と
同
義
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
過
去
常
と
は
過
去
常
住
で
あ
り
、
寿
量
品

で
は
こ
の
過
去
常
住
に
托
し
て
三
世
常
住
が
開
顕
さ
れ
た
と
見
る

べ
き
で
あ
っ
て
、
五
百
座
点
劫
は
過
去
常
住
と
同
時
に
、
三
世
常

住
、
無
限
を
も
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
『
開
目
抄
』
で
は
、
釈
尊
と
諸
仏
と
の
関
係
が
明
ら
か
に

さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
依
報
た
る
国
土
の
問
題
が
述
べ
ら
れ
、
釈

尊
が
三
世
常
住
で
あ
れ
ば
、
依
報
た
る
娑
婆
は
本
土
と
な
り
、
常

住
浄
土
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
観
心
本
尊

抄
』
の
「
今
本
時
娑
婆
世
界
離
二
三
災
一
出
二
四
劫
一
常
住
浄
土
」
（
定

遺
七
一
二
頁
）
と
同
致
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

以
上
、
『
開
目
抄
』
を
中
心
に
顕
本
の
問
題
を
考
察
し
た
が
、

こ
こ
で
指
摘
で
き
る
こ
と
は
、
五
百
塵
点
劫
と
は
久
遠
無
始
で
あ

り
、
過
去
常
住
を
正
意
と
す
る
が
、
こ
の
過
去
常
を
媒
介
と
し
て

三
世
常
住
が
顕
わ
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
し
か
も
そ
の
三
世

常
住
と
は
釈
尊
の
寿
命
を
指
し
、
そ
の
仏
格
は
三
身
円
満
具
足
の

無
始
無
終
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
釈
尊
の
無
断
絶
の
寿
命
と
救

済
活
動
と
が
五
百
塵
点
劫
の
薯
嶮
を
も
っ
て
示
さ
れ
、
そ
こ
に
永

遠
性
と
絶
対
性
と
が
あ
る
と
言
え
る
。
そ
し
て
、
我
等
衆
生
は
必

然
的
に
こ
の
釈
尊
と
関
わ
り
、
己
心
に
内
在
す
る
仏
格
は
こ
の
釈

尊
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
に
、
『
観
心
本
尊
抄
』
に
発
迩
顕

本
の
文
を
引
い
て
、
「
我
等
己
心
釈
尊
五
百
塵
点
乃
至
所
顕
三
身

無
始
古
仏
也
」
と
定
め
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

幕
末
の
思
想
家
・
吉
田
松
陰
は
（
一
八
三
○
’
五
九
）
、
自
ら

二
十
一
回
猛
士
と
称
し
教
育
お
よ
び
規
諌
の
実
行
に
献
身
、
三
十

年
の
短
か
く
も
波
潤
に
富
ん
だ
一
生
を
救
国
の
大
義
に
殉
じ
た
。

吉
田
松
陰
と
日
蓮
聖
人石

川

教
張
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松
陰
の
め
ざ
し
た
至
誠
の
志
の
種
蒔
き
と
諌
幕
か
ら
倒
幕
に
至

る
世
直
し
の
苦
難
に
承
ち
た
行
動
は
、
「
草
葬
堀
起
」
と
呼
ば
れ

る
名
も
な
き
庶
民
の
決
起
実
践
を
究
極
の
到
達
点
と
し
た
。

草
葬
堀
起
と
は
、
救
世
愛
民
を
め
ざ
し
山
積
す
る
国
家
の
危
急

存
亡
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
庶
民
が
立
上
る
こ
と
で
あ
り
、

「
上
を
損
じ
て
下
を
益
す
」
（
「
獄
舎
問
答
」
）
民
衆
的
自
覚
を

さ
し
て
い
る
。

安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
四
月
、
松
陰
は
野
山
獄
よ
り
岩
倉
獄

中
の
門
弟
野
村
和
作
宛
に
書
簡
を
送
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
草
葬
堀

起
の
策
を
実
行
す
る
決
意
が
宣
言
さ
れ
、
し
か
も
草
舞
堀
起
の
策

が
日
蓮
聖
人
の
信
仰
実
践
よ
り
思
い
つ
い
た
事
実
が
表
白
さ
れ
て

い
た
。
此
の
道
至
大
、
餓
死
・
諌
死
・
縊
死
・
諌
死
皆
妙
、
部
き
て
一

生
を
倫
む
亦
妙
。
一
死
実
に
難
し
。
然
れ
ど
も
生
を
倫
む
の
更
に

。
。
。
。
。
。

難
き
に
如
か
ざ
る
事
初
め
て
悟
れ
り
。
実
に
草
掛
の
案
な
り
。

・
定
下
云
く
「
往
先
蛎
起
の
人
有
か
無
か
を
考
て
見
ね
ば
な
ら

ぬ
云
を
」
、
是
は
勢
を
を
計
り
時
を
観
る
の
論
な
り
。
時
勢
こ

◎
。
。
○
。
。
。
。
○

そ
と
ま
れ
か
く
ま
れ
、
義
卿
が
堀
起
の
人
な
り
。
…
…

余
が
策
の
鼻
を
云
ふ
が
、
日
蓮
鎌
倉
の
盛
時
に
当
て
能
く
其

道
天
下
に
弘
む
。
北
条
時
頼
、
彼
の
髭
を
制
す
る
こ
と
能
は

ず
。
実
行
刻
苦
尊
信
す
べ
し
、
髪
じ
や
髪
じ
や
。

こ
の
書
簡
は
㈹
京
中
心
に
安
政
大
獄
を
断
行
す
る
老
中
間
部
詮

勝
要
撃
策
の
挫
折
と
松
陰
自
身
の
野
山
獄
再
入
獄
③
高
杉
・
久
坂

等
門
弟
同
志
の
時
勢
観
望
論
に
対
す
る
憤
激
失
望
と
彼
ら
と
の
絶

交
に
よ
る
孤
立
、
例
伏
見
要
駕
策
の
失
敗
と
そ
の
決
行
を
託
し
た

野
村
和
作
の
岩
倉
下
獄
、
と
い
う
状
況
の
中
で
執
筆
さ
れ
た
。
松

陰
は
、
「
恐
れ
乍
ら
天
朝
も
幕
府
・
吾
藩
も
入
ら
ぬ
、
只
六
尺
の

。
。
◎
○
。
。
。
。
。
。
○
○

微
躯
が
入
用
」
と
語
り
、
「
義
卿
随
分
自
ら
頼
む
所
な
き
に
非
ず
」

と
表
明
し
つ
つ
「
堀
起
の
人
」
と
し
て
の
志
を
貫
き
通
す
死
生
観

に
開
悟
し
た
。
「
堀
起
の
人
」
す
な
わ
ち
草
奔
の
志
士
と
は
、
「
敢
Ｊ

死
の
士
・
智
勇
義
侠
の
士
」
「
小
吏
無
役
の
輩
・
罪
請
を
蒙
る
正
却

義
の
人
、
下
賎
に
埋
没
す
る
者
」
「
禍
福
死
生
す
で
に
そ
の
念
を
く

絶
ち
大
節
大
義
を
天
下
後
世
に
建
明
せ
ん
と
欲
す
る
者
ど
も
」
の

こ
と
で
あ
る
。
特
に
上
書
諌
言
を
実
行
し
て
罪
調
を
蒙
っ
た
民
間

の
志
篤
き
人
を
「
草
葬
堀
起
の
英
雄
」
と
象
な
し
た
。

こ
う
し
た
松
陰
の
草
葬
堀
起
に
対
す
る
確
信
が
、
日
蓮
聖
人
と

の
出
会
い
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
事
実
は
、
さ
き
の
書
簡
の
示

す
所
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
第
一
に
草
葬
堀
起
の
策
を
思
い
つ
い
た

「
著
眼
」
の
端
緒
が
日
蓮
聖
人
の
仏
道
実
践
に
あ
っ
た
こ
と
、
第

二
に
「
鎌
倉
の
盛
時
に
当
て
能
く
其
道
天
下
に
弘
む
」
と
指
摘
し

た
日
蓮
聖
人
に
よ
る
法
華
経
の
弘
教
と
北
条
時
頼
へ
の
立
正
安
国



の
諫
暁
を
草
葬
堀
起
の
先
駆
と
承
な
し
た
こ
と
、
第
三
に
北
条
時

頼
（
覇
道
）
に
制
圧
さ
れ
る
こ
と
な
く
仏
道
を
天
下
に
弘
布
し
た

「
実
行
刻
苦
」
を
「
尊
信
」
し
、
こ
れ
を
草
奔
堀
起
に
と
っ
て
の

肝
心
な
点
と
述
べ
「
堀
起
の
人
」
の
先
覚
者
と
し
て
日
蓮
聖
人
を

と
ら
え
て
い
る
こ
と
等
を
、
こ
の
書
簡
は
物
語
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
松
陰
は
、
神
明
を
尊
崇
す
る
孔
孟
の
使
徒
の
立
場
か

ら
、
し
ば
し
ば
仏
教
を
論
じ
「
仏
と
申
す
も
の
は
、
信
仰
す
る
に

及
ば
ぬ
事
な
り
」
と
指
摘
し
、
聖
賢
の
道
に
叶
う
限
り
「
目
前
の

工
夫
」
と
し
て
仏
教
及
び
仏
者
の
見
解
を
評
価
し
て
き
た
。
唖
の

弟
敏
三
郎
の
た
め
に
清
正
公
へ
平
愈
を
祈
祷
し
た
こ
と
も
あ
り
、

法
華
経
を
読
象
普
門
品
を
実
感
的
に
把
握
し
観
音
力
や
釈
迦
の
出

世
法
に
つ
い
て
言
及
、
不
死
を
め
ざ
し
て
一
心
不
乱
に
自
ら
の
身

を
行
ず
る
こ
と
の
大
切
さ
を
主
張
し
た
（
妹
千
代
宛
書
簡
）
。
ま

た
叔
父
竹
院
和
尚
の
教
導
激
励
を
う
け
、
江
戸
伝
馬
町
の
牢
で
は

法
華
僧
日
命
か
ら
四
恩
説
を
聞
き
、
海
防
僧
・
月
性
と
は
憂
国
憾

慨
の
念
と
反
幕
論
を
た
た
か
わ
せ
て
親
交
を
結
び
、
不
面
心
交
の

友
黙
媒
か
ら
は
討
幕
論
の
影
響
を
強
く
う
け
至
誠
に
よ
る
諌
幕
の

立
場
を
追
求
し
て
も
き
た
。
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
語
っ
た
こ
と
も

あ
る
。「
夫
れ
衆
生
済
度
の
為
め
の
草
畦
掛
の
苦
労
は
親
鴬
猶
能
く
輝

ら
ず
、
外
道
摂
服
の
為
め
の
斬
首
遠
流
日
蓮
能
く
畏
れ
ず
。
彼
れ

皆
異
端
邪
説
、
聖
人
の
徒
の
歯
せ
ざ
る
所
に
し
て
、
彼
れ
が
如
し
」

（
講
孟
余
話
）
・
安
政
六
年
、
堀
起
の
人
と
し
て
生
を
貫
く
こ
と

を
悟
っ
た
松
陰
は
、
「
仏
法
信
仰
は
よ
い
事
ぢ
ゃ
が
、
仏
法
に
ま

よ
わ
ぬ
様
に
」
と
述
べ
な
が
ら
大
義
至
誠
の
道
を
「
身
で
行
ふ
」

こ
と
を
吐
露
し
、
日
蓮
聖
人
の
実
行
刻
苦
を
尊
信
受
容
す
る
に
至

っ
た
。
こ
こ
で
言
う
実
行
刻
苦
と
は
、
立
正
安
国
の
諌
暁
か
ら
伊

豆
流
諦
ま
で
を
さ
し
、
衆
生
済
度
の
た
め
の
「
外
道
摂
服
」
「
斬

首
遠
流
」
を
含
む
身
命
を
惜
し
ま
ぬ
不
屈
な
済
世
の
た
め
の
信
仰

実
践
を
意
味
し
て
い
る
。
「
堅
氷
蹟
に
在
り
、
凝
陰
膚
に
透
る
」

野
山
獄
中
に
あ
っ
た
松
陰
が
孤
高
の
煩
悶
と
至
誠
貫
徹
と
の
葛
藤

の
彼
方
に
ま
ゑ
え
た
も
の
は
、
下
賎
の
身
を
起
し
て
勇
猛
・
不
退

転
に
仏
道
を
天
下
に
弘
め
、
諫
暁
に
立
上
り
罪
調
を
蒙
つ
た
日
蓮

聖
人
の
志
と
実
行
刻
苦
の
姿
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
松
陰
は
、

「
至
情
を
穂
み
情
の
迫
る
」
共
感
の
念
を
こ
め
て
日
蓮
聖
人
を
尊

信
し
草
奔
堀
起
の
実
行
を
宣
言
し
た
の
で
あ
る
。

（338）


